
























A Study of Suzuki, Gensuke, Who has Put Particular Emphasis on Respect for the Spontaneity, Freedom, 




















































ところで，第 1 の課題と第 2 の課題とが同時に提起される，ある意味での不整合が，源輔研
究の特質をあらわしている。つまり，大正期の自由教育と戦時下の錬成教育との一貫性を明らか
















また源輔は，1919 年に新卒 2 校目の千葉師範附小で，24 歳という若手教師として手塚岸衛と
出会い，1926 年 3 月，手塚の大多喜中学校への転任後も同校に残り，1932 年 2 月に県視学に転










めている。周知のように，1910 年代から 20 年代にかけてのこの時期は，大正デモクラシーと呼
ばれる時代思潮があった。民本主義が唱えられ，普通選挙法の施行に向けての参政権行使の訓練
なども視野に入れながら，臣民教育に代わる公民教育へと育成されるべき児童像の変化が社会的










　源輔は，1917（大正 6）年 3 月千葉県師範学校を卒業し，最初に君津郡亀山尋常高等小学校に








































































































1924 年 9 月），「読方教授の通弊」（3 号 1924 年 12 月），「自治訓練に於ける経験」（5 号 1925 年






を採用したことである。1920 年から 21 年にかけて，附属の同人の出張指導を要請する学校が多
くなり，「土曜日曜と今一日都合三日は，一人の同人が出張しなければ，間にあわない」ほどで
あったという。師範学校の豊田潔臣（在職期間 1919 年 12 月～ 1924 年 4 月―引用者注）校長や
附属小の保護者からクレームが出なくはなかったが，手塚は附小の内部が固まっているので「県
下の教育向上のために，職員の忙がしいのは忍んで活動してもらわなければならない」という立
場を一貫させていた。18 人の訓導中，若手訓導は附小内部で研究するとして，残りの 10 人の訓
導は「毎週三日間づ












は，1923 年度で 94 校延べ 249 回，1924 年度で 111 校延べ 310 回にものぼった。県下約 400 校
のうち 4 分の 1 の学校が立派な成績をあげ，そのうち 20 ～ 30 校は「日本のどこへ出しても差
支のない優秀成績を収めている25」と評価されている。　














［ マ マ ］
そして今や平和校の実力は郡内教育者に認めら
れて来た。七月中旬に郡の研究会。二学期に県下の教育者を集めて大々的の研究発表を









自由教育の啓蒙指導活動という点で，1924 年 3 月に発行された機関誌『自由教育』の役割が，
県内だけでなく全国的に普及させる上で，大きかった。白楊会の会員になったものは，年会費 1
円を納めて，機関誌『自由教育』を読むことができた。当初年 3 回の発行だったが，1926 年 1
月に『自由教育研究』と改題，月刊となった31。白楊会の会員数は，1924 年 7 月段階では全国に
3,366 名（うち千葉県内 1,310 名，県内の小学校全教員の 28.1％）もの会員となり，その秋には









　まず，残されている資料群33 から，1920 年～ 1931 年の 11 年間にわたる研究集録（ただし
1924 年分は欠号）の一覧を検討してみよう。発行主体，タイトル，発行年月，総頁数を以下に
まとめた。
千葉県師範学校附属小学校『第二十六回教科研究会　教案及講演要項』（1920 年 6 月）52 頁
千葉県師範学校附属小学校白楊会『自由教育研究会録』（1921 年 6 月 16 日～ 17 日）56 頁
白楊会刊行『自由教育研究会録』（1922 年 6 月 10 日～ 12 日）62 頁
白楊会刊行『自由教育研究会録　第 3 輯』（1923 年 6 月 14 日～ 15 日）67 頁
［第 4 輯　欠号］
白楊会刊行『自由教育研究会録　第 5 輯　分別扱と共通扱　自治会と自治集会　自由研究の
発表』（1925 年 6 月 11 日～ 13 日）48 頁
35自由教育実践者としての鈴木源輔
白楊会刊行『自由教育研究会録　第 6 輯』（1926 年 6 月 12 日～ 13 日）34 頁
白楊会刊行『自由教育研究会録　第 7 輯』（1927 年 6 月 17 日～ 18 日）34 頁
千葉県師範学校附属小学校『自由教育研究会録　第 8 輯』（1928 年 6 月 15 日～ 16 日）34 頁
千葉県師範学校附属小学校『学習指導研究会　第 9 輯』（1929 年 6 月 14 日～ 15 日）40 頁
千葉県師範学校附属小学校『学習指導研究会　第 10 輯』（1930 年 6 月 19 日～ 20 日）39 頁





いる。『自由教育研究会録』についても，同じく白楊会が発行主体でも，1921 年から 1925 年の
間は，総頁数もほぼ 50 頁以上となっており，それぞれの研究授業案が綿密に書かれていた。し













＊高一男　　読方教案　鈴木訓導（1920 年 6 月 9 日［水］第 2 限）
高男　　　木剣体操教案　鈴木訓導（1920 年 6 月 11 日［金］第 2 限）
高一男児　理科輔導案　　鈴木訓導（1920 年 6 月 12 日［土］第 2 限）
＊尋一の一　算　　術　鈴木訓導（1921 年 6 月 16 日［木］第 1 限）
尋一の一　読　　方　鈴木訓導（1921 年 6 月 16 日［木］第 2 限）☆
尋一の一　読　　方　鈴木訓導（1921 年 6 月 17 日［金］第 2 限）
＊尋二男生　算　　術　鈴木訓導（1922 年 6 月 10 日［土］第 1 限）
尋二男生　読　　方　鈴木訓導（1922 年 6 月 11 日［日］第 2 限）
尋二男生　直 観 科　鈴木訓導（1922 年 6 月 12 日［月］第 1 限）
＊尋三男生　算　　術　鈴木訓導（1923 年 6 月 14 日［金］第 1 限）
尋三男生　読　　方　鈴木訓導（1923 年 6 月 15 日［土］第 1 限）
尋三男生　直　　観　鈴木訓導（1923 年 6 月 15 日［土］第 2 限）☆
36
尋三男生　自治集会　尋常三四年生担任（1923 年 6 月 15 日［土］第 3 限）
［1924 年度　欠］
＊尋五男生　自 治 会　鈴木訓導（1925 年 6 月 11 日［木］）☆
尋五男生　読方自由研究発表　鈴木訓導（1925 年 6 月 12 日［金］）
尋五男生　自由研究発表　鈴木訓導（1925 年 6 月 13 日［土］）☆
＊尋六男生　自 治 会　鈴木訓導（1926 年 6 月 12 日［金］第 1 限）
尋六男生　読　　方　鈴木訓導（1926 年 6 月 13 日［土］第 2 限）
尋六男生　算　　術　鈴木訓導（1926 年 6 月 13 日［土］第 3 限）
＊尋一男生　算　　術　鈴木訓導（1927 年 6 月 17 日［金］第 2 限）
尋一男生　読　　方　鈴木訓導（1927 年 6 月 17 日［金］第 3 限）
尋一二年　自治集会　担任訓導（1927 年 6 月 18 日［土］第 1 限）
尋一男生　読　　方　鈴木訓導（1927 年 6 月 18 日［土］第 2 限）
＊尋一二　　自治集会　　　　　（1928 年 6 月 15 日［金］第 2 限）
尋二男　　読　　方　鈴木訓導（1928 年 6 月 15 日［金］第 3 限）
尋二男　　算　　術　鈴木訓導（1928 年 6 月 16 日［土］第 1 限）
尋二男生　修　　身　鈴木訓導（1928 年 6 月 16 日［土］第 3 限）
＊尋三男　　自由学習　鈴木訓導（1929 年 6 月 14 日［金］第 1 限）
尋三男　　読　　方　鈴木訓導（1929 年 6 月 14 日［金］第 3 限）
尋三男　　修　　身　鈴木訓導（1929 年 6 月 15 日［土］第 2 限）
＊尋五男　　算　　術　鈴木訓導（1930 年 6 月 19 日［木］第 1 限）
尋五男　　読　　方　鈴木訓導（1930 年 6 月 19 日［木］第 2 限）
尋五男　　修　　身　鈴木訓導（1930 年 6 月 19 日［木］第 2 限）☆





　つづく 1921 年からの 1928 年までの自由教育研究会では，9 回の読方，6 回の算術といった基
幹科目を中心にしながらも，4 回の自治会・自治集会，2 回の直観科という自由教育実践の象徴
的な領域をこなしている。なかでも読方がほぼ毎年研究授業を実施しているように，自分の専門









授業は，年代順に示せば，「尋二男生　読方（1922 年 6 月 11 日）」，「尋三男生　直観（1923 年 6













































































1920 年 1 月高等科男子学級に 1 週 1 時間の「自由学習時間」が特設され，翌年 4 月からは全学年






















































































































































































































　1926 年 4 月，自由教育のリーダーであった手塚岸衛は，大多喜中学校長へと転出する。その

































































































































































































　源輔の千葉師範学校附属小学校訓導時代であった 1919 年 4 月から 1932 年 2 月に県視学に転
出するまで，12 年 11 カ月を自由教育実践者として検討してきた。






























































また理論研究という点では，ちょうどこのころに『各学年別労作教育の実際』（1931 年 2 月），『低










1 鈴木についての拙稿については，『立教大学教育学科研究年報』51 号 2007 年「鈴木源輔における教
育観の転生―大正自由教育から戦後新教育への継承の意味―」の巻末註を参照されたい。
2 鈴木源輔『国民学校各科教授の形態』第一出版協会 1940 年 1 月 p. 5.


















思想研究の意義」『教育学研究』第 34 巻第 1 号 p. 1），「近代的な教育の目的に沿って，方法的な自覚
にとりくんだわが国最初の教育思想」（同 pp. 2 ～ 3）と評価している運動として考えている。




年 12 月 15 日 p. 53.






14 前掲吉井「信念の人・企画の人・実践の人 鈴木源輔先生」pp. 53 ～ 54.
15 染谷四男也「自由教育に挺身した石井信二先生」『千葉教育』221 号 1975 年 6 月初出 『千葉県の教育
に灯をかかげた人 （々第三巻）』1990 年所収 p. 25.
16 染谷四男也「自由教育の主柱 中島義一先生」『千葉教育』185 号 1971 年 2 月初出 『千葉県の教育に













レット 6 冊，こども哲学叢書 5 冊，自由教育児童学習書 4 冊のリストは割愛する。
23 前掲石井「新教育行脚―千葉から成城へ―」p. 16.
24 前掲石井「新教育行脚―千葉から成城へ―」pp. 15 ～ 16.
25 『自由教育研究』1926 年 1 月 1 日号 p. 40.
26 「猪鼻便り 千師附属」『千葉教育』371 号 1923 年 3 月 p. 62.








32 前掲石井「新教育行脚―千葉から成城へ―」pp. 15 ～ 17.
33 近代日本教育資料叢書 史料篇六『千葉師範附小 自由教育 5 ～ 6』宣文堂書店 1974 年より作成。
34 些細なことかもしれないが，1922 年の自由教育研究会から 1929 年まで，開催曜日が土曜日を含むよ
うになっている。田植え休みの 6 月中旬に毎年この研究会が実施されていたのだが，全国から集う参
観者の便宜を何らかの形で図ったのかもしれない。しかし 1930 年以降は，その配慮はなくなっている。
35 『教育週報』5 号 1925 年 6 月 20 日。




年 pp. 189 ～ 192 によっている。
39 前掲手塚『自由教育真義』p. 175.
40 白楊会刊行『自由教育研究会録　第五輯　分別扱と共通扱 自治会と自治集会 自由研究の発表』1925




43 前掲手塚『自由教育真義』pp. 9 ～ 10.




48 前掲手塚『自由教育真義』pp. 304 ～ 310.




52 前掲手塚『自由教育真義』pp. 179 ～ 180.
53 千葉県師範学校附属小学校『自由教育研究会録』1921 年 6 月 p. 2.
54 白楊会刊行『自由教育研究会録』1922 年 6 月 p. 12.
54 鈴木源輔「読方教授の通弊」白楊会『自由教育』3 1924 年 12 月 25 日 p. 42.
56  『千葉教育』395 号 1925. 年 3 月 p. 51.
57 前掲宮坂「手塚岸衛と自由教育」p. 35.
58 椎名萬吉執筆『百年史 千葉大学教育学部』1981 年 p. 131.
59 『自由教育』1926 年 6 月「編輯後記」，なお読みやすくするために，適宜句読点を施した。
60 染谷四男也「自由教育の主柱 中島義一先生」『千葉教育』185 号 1971 年 2 月初出 『千葉県の教育に
灯をかかげた人々（第二巻）』1989 年所収 p. 241.




育会雑誌』443 号 1929 年 3 月 pp. 26 ～ 34 によっている。
66 千葉県師範学校附属小学校『学習指導研究会録 第十輯』1930 年 6 月 p. 32.





71 鈴木源輔『皇道行践 東金の教育』第一出版協会 1940 年 8 月 p. 14.
72 前掲鈴木『皇道行践 東金の教育』p. 29.
73 ［千師附属だより］『千葉教育』479 号 1932 年 3 月．
74 鈴木源輔『各学年労作教育の実際』1931 年 2 月 pp. 3 ～ 4.
